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■「葉山中学校校舎の改修」の基本的な考え方❶
1）【現状（経過）】:葉山中学校は、平成17年（2005年）4月に、統合し「新校舎開校」した施設である。

（2024年で20年しか経過していない。/統合時点で24年経過施設。）
2）【基本的条件】: ①１階～３階：各教室３クラス仕様（普通教室は全９教室） ②教科教室型は原則維持（但１-４年はホームルーム型）

③特別教室は、中学校仕様なので小学校仕様に一部改修 ④⇒義務教育学校として
3）【基本的方針】:現行の葉山中学校の施設を「改修して使用する」こと（床面積の増加をしない）を基本とし対応する。

しかしながら、質的向上は可能な限り行う。義務教育学校の「学年割」は、「4-3-2」とする。

5-25.校舎整備部会

№ 項目 利活用案 説明 その他

1 普通教室 ●現行の1階・２階・３階の教室
各３クラス仕様
⇒「４・３・２」の学年割に応じ
１階を４教室、 ２階は３教室、
３階を２教室とする。

■その場合、１階の３教室を４教室にする
必要があり、現行の１階ホームベースを
普通教室にする改修が必要。

■一方、３階は１教室が余剰教室になるの
で、教科教室専用室とする。

2 特別教室 ●広すぎず、適度に改修
◎理科室・被服室等⇒小学生も使え
るように改修

■美術室、音楽室、技術室、家庭科室等
■特別教室の理科実験台、調理台、椅子等を
小学生でも使えるように改修

■理科室（2部屋の
うち1室を小学生
向けに改修

3 コンピュータ室 ◎フューチャーｸﾗｽﾙｰﾑ
（未来型教室）への改修

■コンピュータ室を、使ってワクワクするよ
うな空間の教室（ﾌｭｰﾁｬｸﾗｽﾙｰﾑ）に改修する。

※現行ではかなり広いの

で、半分は、保健室等
へ転用

4 保健室 ◎保健室を2室配置 ◎広い保健室と十分なスペース
（養護教諭2名体制）～人員要望

№ 項目 利活用案 説明 その他

1 未来型黒板 ●黒板専用プロジェクター
「ワイード」（㈱サカワ製）

●各教室に、設置

2 トイレ ●個室型トイレに一部改修 「洋式化トイレ」と「個室化」の標準化へ

3 ICT機器 ●収納スペースも必要 ◎従前の校舎ではなかったが、GIGAスクール
構想で必要な設備になった。

A：■施設整備（外壁等の長寿命化改修と同時に行うと補助率が1/3⇒1/2にアップ）

B：■設備整備



■「葉山中学校校舎の改修」の基本的な考え方❷ 5-25.校舎整備部会

№ 項目 利活用案 説明 その他

1 職員室 ◎最新型職員室に改修
◎教職員の人数が、増加
（人数：30人⇒40人）

◎教員のモチベアップが何より重要
◎人数増加を考慮し、現在のレイアウト・配
置に拘らず、検討していく。

◎従来型の職員室⇒使い勝手のいい職員室へ

2 特別支援教室 ◎各フロアに十分な教室を確保
（情緒・知的等 考慮）

◎現行の教室配置を活かしつつ、特別支援教
室に転用可能な部分を改修（1・2階ホーム
ベース）

3 多目的学習セン
ター

◎1階図書コーナーの設置
◎可動間仕切りの設置

◎前期学年フロアに書架を置き自由に読書の
できるスペースを確保する。

◎可動間仕切りを設置し隣接教室の防音対策
及び自由にスペースを確保する。

4 相談室・更衣室 ◎更衣室は必要 ◎相談室～どこに配置するか

◎更衣室～どこに配置するか

5 教科教室型教室 ◎英語・数学・国語・社会は、教科教
室仕様としてほしいところ・・・

◎７から９年生は従来どおり教科教室制とし
て、５，６年生まで、部分的に行うか検討

№ 項目 利活用案 説明 その他

1 外壁・屋根 ◎外壁の色
◎体育館の屋根
（雨漏り防止対策）

◎外壁改修を機に、色の見直し
◎体育館の屋根（現行：ステンレス防水型

⇒雨漏り防止対策用に折版屋根へ）

2 その他 ◎シンボリックな何か
◎内装の改修
◎外構（遊具整備等）

◎「HAYAMA（等）」の文字モニュメント
（大型文字）などもあるとよい。

◎内装（床・壁・天井）の改修
◎前期学年用の体力増進のため遊具等整備
◎栽培実習園の整備

A：■施設整備（外壁等の長寿命化改修と同時に行うと補助率が1/3⇒1/2にアップ）

C：外壁・屋根等 その他



□葉山中 教室配置・改修（案） A＝6,719㎡（補助面積＝6,656㎡）
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■校舎改修等に伴う補助率（基本）

■「葉山中学校校舎の改修」の補助金関係情報《助成制度等》

№ 増築改修等の別 補助率 適用 摘要

1 増改築 55/100 × 現校舎は、面積を十分満たし
ており、増築での補助は
「適用外」となる可能性大。

2 改修 1/2
（但し、一定の面積・全体
の1/2以上の規模が必要）

○ 「統合に伴う改修」であれば、
補助率1/2が適用可

3 校舎の長寿命化
（通常）

通常は1/3
（一定以上の面積が対象）

△ 長寿命化の際の補助率は、通
常1/3である。

4 統合に伴う長寿命化
（統合特例）

∟1/2にアップ ○ 統合に伴う校舎の改修であれ
ば、補助率が1/3から1/2に
アップし、有利になる。

■現行校舎の建設時の補助金（補助金制度）

◎建設時（20年前）に、複数の助成制度を活用した。
校舎の部分ごとに、どの補助金が、どこに入っているか、整理しておく必要あり。

◎なお、国庫補助金は、建設後10年を経過していれば、補助金返還を求められない制度と
なっている。ただし、起債等は、長期返済ありき（年数は規定値）で借りているので、財
政課等と調整しながら、進める必要がある。
◎県の担当部局と情報交換しながら、より広範囲の情報を収集しながら進めること。



●保健室：現在は1室 ⇒2室へ（養護教諭も、2人配置されるよう要望予定）
●特別支援教室：現在は2教室ある ⇒各学年1教室が理想だが、当面プラス4教室
●職員室：⇒現在の職員室を改修し、機能等アップ。

より使い勝手がよく、モチベーションアップに繋がるようになるとよい。

■現在の葉山中：保健室が1室

↓

○義教校：1階1室 + 2階1室 ⇒計2室 （ベッド数 ○）が必要

養護教諭も2名いることが望ましい。

■保健室・特別支援教室・職員室等
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■現在の葉山中：特別支援教室 2、3階に各1室

↓

○義教校：1階に1部屋、2回に4部屋、3階に1部屋

■現在の葉山中：職員室は普通の職員室（職員のワーク席・ソファ席のみ）

↓

○義教校：会議室/集中室/交流スペース ･･･設置して質的向上を図る



■ホームベースロッカー ～教室後方への配置～ほか

●ホームベース：現在は各階に男女別 1室
⇒（1～6学年）は、各教室内にロッカー設置

●各教室 1～4学年（ホームルーム型）＆7～9学年（教科教室型）

●（現在）各階の教室の東側にあり、ロッカーと更衣室を兼用

●（今後）1階：前期学年＝各教室の後方にロッカーを設置

2階：中期学年＝5、6年教室の後方にロッカーを設置

7年生分は多目的学習スペースにホームベースを設置

3階：後期学年＝ホームベースを維持（更衣室兼）

ホ
ー
ム
ベ
ー
ス

そ
の
他

●2階：中期学年用更衣室を設置（コンピューター準備室改修）



■コンピューター室の改修 ～ﾌｭｰﾁｬ・ｸﾗｽﾙｰﾑ（未来型教室）へ～

●「全面ホワイトボード」と「マルチ投影環境」（大画面投影装置）でワクワク空間へ

◎可動ファーニチャー（可動椅子）で、
席割自在型教室
◎全面ホワイトボード
◎マルチ投影環境
◎インターネットで海外等遠隔地と交信可

or



●未来型黒板～今、多くの学校で、急速に導入が進んでいる～ 従来4：3⇒ワイ―ド16：6（130インチ）

■未来型黒板の導入 ～プロジェクター「ワイード」～（1）

ウルトラワイド・超短焦点プロジェクター
（全国の小中高で導入が急速に進む）

●中央区・江戸川区全小中教室（各約400台）
●愛媛化全県立高校、清須市（各約400台）等

従来型の電子黒板に代わって、
使い勝手がよく、黒板との相性もいいので、
導入が急速に進む・・・その理由は、
（①使い方が簡単 ②場所をとらない
③黒板と連携しやすい）
⇒プロジェクションマッピングの応用

①

⑤

④

③

②

㈱サカワ

㈱サカワ
㈱サカワ



「ワイード」は、スクリーンを使う必要がない。（場所をとらない！）

そのため、黒板に直接書き込むことができ、黒板をフル活用できる。

◎⇒この黒板を、普通教室、特別教室等 全10台導入。（約500万円）50万円/台

■未来型黒板の導入 ～プロジェクター「ワイード」～（2）

まさに教室教具の“発明品”
～もはや、使わない手はない‼

⑦ ⑨

⑧⑥

㈱サカワ ㈱サカワ

㈱サカワ ㈱サカワ


